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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

片側頸部悪性リンパ腫の放射線治療における Field-in-Field(FIF)法と wedge 法を比較

する。 

 片側頸部悪性リンパ腫の 32 症例の CT を元に FIF 法と wedge 法で再計画を行った。計画

標的体積(PTV)・甲状腺・顎下腺・粘膜・頸動脈・脊髄・その他の組織の線量体積ヒストグ

ラム（DVH）パラメータ、MU 値を比較した。 

 FIF 法の方が、甲状腺・顎下腺・粘膜・頸動脈の平均線量、脊髄の最大線量、その他の組

織の V107(処方線量の 107%より高線量が照射される体積)が有意に少なく(P < 0.001)、PTV

の homogeneity index は高かった。Monitor unit （MU）値も FIF 法の方が有意に少なかっ

た(P < 0.001)。 

 FIF 法は、wedge 法と比較して、PTV 内の線量をより均一にし、正常臓器への線量・MU 値

を減少させた。 
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